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研究要旨 

東北地方のがん診療連携拠点病院の化学療法の均てん化を多角的に推進することを目的として、

５大がんおよび造血器腫瘍（悪性リンパ腫と多発性骨髄腫）のがん化学療法プロトコル統一事業、

臨床試験推進事業、医療従事者、市民や患者会への啓発活動、がん診療に関する実態調査、個別

化治療推進事業を実施した。この事業はより広域ながん医療水準の均てん化に貢献できるほか、

人材養成や人材交流の推進を含めて広く地域のがん医療の活性化に繋がものと期待される。 
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A.  研究目的 

【目的】本研究の目的は、多角的な方法で東北地方の

がん診療連携拠点病院（以下、がん拠点病院）の化学

療法の均てん化を推進することである。 

【必要性】地域がん拠点病院の化学療法の標準化は遅

れている。標準医療の普及と向上には、分子マーカー

等の新しい医療の普及や臨床試験への積極参加も必要

もある。その克服には、(1)県を越えて地方でのがん拠

点病院事業の連携と化学療法に関する地方ネットワー

クの有効活用、(2)地域の化学療法従事者の積極的な参

加、(3)腫瘍内科医等の育成、が不可欠である。さらに

東日本大震災後の被災地域の活動として広域災害時の

がん診療連携の在り方を検討することは今後の我が国

の災害対策に必要である。 

【特色と独創性】東北全体の広域的取り組みであるこ

と、申請者と分担研究者は腫瘍内科医（がん薬物療法

専門医）であり、数年前から様々な連携組織を構築し、

化学療法分野における地域の問題点を把握しその克服

のための取り組みを開始していることに先行性がある。

また、東日本大震災の広域被災地域の取り組みとして

の特色がある。 

【既活動】東北がんネットワーク運営委員会の承認を

得て、化学療法共通プロトコル審査委員会設置準備委

員会を開催した。東北がんネットワークTumor Board

準備委員会を開き運営方法を検討した。東北がんネッ

トワーク化学療法専門委員会では薬剤師および看護師

のメーリングリストを立ち上げ、一部のがん診療連携

拠点病院間の職種別ネットワークがスタートした。ま

た、市民公開講座の実施準備を完了した。平成21年度

に東北がんネットワーク化学療法専門委員会が東北地

方のがん診療連携拠点病院20病院を対象に実施した化

学療法に関するアンケート調査の結果の背景要因を詳

細に解析した。平成23年度には(1)共通化学療法プロ

トコル審査委員会を設置し、5大がんの標準化を推

進した。(2)薬剤師や看護師を対象のがん薬物療法

セミナー開催やメーリングリストを活用し地域がん



拠点病院のがん薬物療法専門医や他の専門医療者の

充足率を向上させた。(3)臨床試験推進のための

Tumor Boardを組織し開催した。(4)個別化がん医療

に対応する大学間のネットワークの構築により、高

度ながん薬物療法の基盤整備を開始した。(4)臨床

試験推進を目的とする市民公開講座を開催した。

(5)東日本大震災の被災地域の現地調査を行った。 

【平成24年度の活動】（1）共通化学療法プロトコル

審査委員会の運用を開始する。（2）メーリングリ

ストの活用やセミナーの開催によりがん医療者の

啓発、市民公開講座により市民啓発を行う。（3）Tumor 

Boardを運用して、臨床試験参加率を高める。（4）

東北臨床腫瘍研究会の協力を得て大腸癌2次治療に

の臨床試験を開始する。（5）共通化学療法プロト

コルに関するアンケートを実施する。（6）新規に

大規模災害時の化学療法支援チームの設置を検討

する。 

 

B. 研究方法 

【がん化学療法プロトコル統一事業】東北がんネッ

トワーク化学療法専門委員会に東北地方のがん診

療連携拠点病院が共通で利用できる化学療法共通

プロトコル審査委員会を設置する。専門委員を選出

して5大がんの共通プロトコルを作成する。平成23

年度は東北地方の全てのがん診療連携拠点病院が

参加する化学療法共通プロトコル審査委員会を組

織して、その運営方針を決定し、運用を開始し、5

大がんの標準的化学療法プロトコルを東北がんネ

ッ ト ワ ー ク の 既 設 HP 

（http://www.tohoku-cancer.com/）上に公開する。

共通プロトコル審査委員会は通常会議とバーチャ

ル会議（主にメーリングリストやビデオ会議システ

ムを利用して）で委員会を運営する。主任研究者：

西條（分担 消化器癌：加藤、造血器腫瘍：伊藤、

呼吸器腫瘍：石田）。 

【臨床試験推進事業】東北がんネットワークに臨床

試験情報公開を整備するほか、Tumor Board（バー

チャルな組織、会議）を組織し、臨床試験推進を目

的とする化学療法を中心にした症例検討会を実施

する。平成22年度は、東北がんネットワークTumor 

Board準備委員会を開き運営方法を検討した。平成 

23年度からTumor Boardの具体的な運用のための

会員IDとパスワードで管理される書き込みWeb 

siteを作成し、運用を開始する。（一部、NPO法人

東北臨床腫瘍研究会に業務委託）。主任研究者：吉

岡。 

【医療従事者、市民や患者会への啓発活動】平成24

年度は一般市民や患者会のニーズに応じたがん医

療情報の提供（専門医や医療機関の情報を含む）の

ための市民公開講座を実施する（事業の運営はNPO

法人東北臨床腫瘍研究会に委託する）。また、医療

従事者を対象とするがん薬物療法の普及に関する

研修会を開催する。さらに、がん薬物療法に従事す

る医療従事者が患者の指導用に利用可能な口腔ケ

アと栄養管理に関するDVDを作成し全国の拠点病

院等に配布する。主任研究者：石岡。 

【化学療法に関するアンケート調査】平成23年度に

は、5大がんの共通プロトコル作成のための各施設

レジメンのアンケート調査や大学を中心とする拠

点病院で実施されている臨床試験情報のアンケー

ト調査を実施した。平成24年度は、このアンケート

を集計して東北地方のがん診療に関する課題を抽

出する。主任研究者：加藤。 

【個別化治療推進事業】秋田大学医学部附属病院腫

瘍内科を受診した、進行大腸がん患者を対象に末梢

血液中の腫瘍循環細胞(CTC)を測定しCTCの効果予

測因子としての可能性を検討する。東北がんネット

ワークおよび東北臨床腫瘍研究会の参加施設の医師

を対象に、分子診断に関するアンケート調査を行う。

なお、大腸癌の分子マーカーに関する新規の臨床試

験（TRICOLORE試験）を開始する。主任研究者：

柴田。 

（倫理面への配慮） 

本研究計画がおこなう医療従事者や市民を対象

にしたアンケート調査に関しては、個人情報の保

護に関する法律を、また、年度内に計画実施予定

の臨床試験の付随研究に関しては、臨床研究に関



する倫理指針やヒトゲノム・遺伝子解析研究に関

する倫理指針を遵守する。 

 

C. 研究結果 

共通化学療法プロトコル審査委員会を設置し、さ

らに 5 大がんの共通レジメンを HP に公開し標準化

を推進した。薬剤師や看護師を対象のがん薬物療法

セミナー開催やメーリングリストを活用し地域が

ん拠点病院のがん薬物療法専門医や他のがん専門

医療者を啓発した。臨床試験推進のための Tumor 

Board を組織し臨床試験参加を推進した。市民公開

講座や医療従事者の研修会を実施した。個別化がん

医療に関するアンケート調査を実施して課題を探

った。 

【がん化学療法プロトコル統一事業】（分担研究

者：西條康夫） 

東北地方の全てのがん診療拠点病院が利用するこ

とができるプロトコル作成のため、既存の東北がん

ネットワーク化学療法専門委員会と本研究事業研

究者が共同して、平成 22 年度末に組織した化学療

法共通プロトコル審査委員会（審査委員は東北6県

のがん診療拠点病院でがん化学療法に携わり5大が

んおよび造血器腫瘍のどれかが専門の医師6名とが

ん専門薬剤師 1 名およびがん化学療法認定看護師 1

名で構成される）では、5大がん（乳がん、肺がん、

胃がん、大腸がん、肝がん）および造血器腫瘍（悪

性リンパ腫と多発性骨髄腫）のレジメンを作成した。 

作成の実務担当は佐藤淳也専門委員（がん専門薬剤

師）で、西條委員らの本事業の分担研究者が選定し、

東北地方の主要大学病院から収集したプロトコル

を統一プロトコルに集約した。この統一プロトコル

には、支持療法や減量、中止基準が含まれる。2012

年8月に、東北がんネットワークのHPに公開した。 

【臨床試験推進事業】（分担研究者：吉岡孝志） 

Web 上に Tumor Board と化学療法プロトコル審査が

行える2つのシステムを構築した。症例検討のシス

テムは、利用者が相談した症例の病歴や画像情報を

入力し、書き込みがあった場合にTumor Board参加

医師に自動的にメールで書き込みを通知し、このシ

ステムの書き込みを閲覧、コメント、アドバイスを

書き込める仕組みが採用された。化学療法プロトコ

ル審査のシステムも症例検討システムと同様に作

成した。平成 24 年度はこれらのシステムを改善し

運用を開始した。 

【医療従事者、市民や患者会への啓発活動】（担

当：石岡千加史） 

がん薬物療法をうける患者を対象とする「化学療

法時における口腔ケアと食事の工夫」の動画をDVD

として制作した（制作は東北大学病院化学療法セン

ター、同病院歯科、栄養管理室が担当）。平成 25年

度に東北地方の病院や全国の都道府県がん診療連

携拠点病院に配布予定である。 

市民や患者会への啓発活動として、平成 24 年 9

月 1日に「がんと共に生きること」（250名以上参加）

を仙台市内で開催し、抗がん剤治療の臨床試験と、

正しいがん治療について市民への啓発活動を実施

した。医療従事者への啓発活動として、平成 24年 9

月 8日に「東北がんネット化学療法専門研修会」（約

50名参加）を仙台市内で開催し、がん薬物療法の標

準化、個別化医療、Web Tumor Boardによる症例検

討会等について研修を実施した。 

【がん診療に関するアンケート調査】（分担研究

者：加藤俊介） 

平成 23 年度に実施した東北地方のがん診療連携

拠点病院および中核病院153病院を対象に化学療法

の実態調査を集計し、解析した。その結果、東北地

方における化学療法の実施に関する課題として、

（１）がん診療連携拠点病院と比較して中核病院で

は化学療法の実施体制の整備が遅れていること、

（２）具体的な項目として、レジメン審査・管理体

制の整備、副作用対策マニュアルの整備、スタッフ

の人員不足などが上げられた。（３）臨床試験に参

加する体制に関しては、拠点病院、中核病院ともに

整備が遅れている現状が明らかになった。具体的な

項目としては、臨床試験を支援するＣＲＣ等の人材

不足が上げられた。 

【個別化治療推進事業】（分担研究者：柴田浩行） 

秋田大学医学部附属病院腫瘍内科を受診した、進

行大腸がん患者を対象に末梢血液中の腫瘍循環細

胞(CTC)を測定し CTC が検出された症例においては



RECIST 判定よりも 1～2 ヶ月早期に CTC の減少が見

られ、CTC の効果予測因子としての可能性が示唆さ

れた。一方、東北がんネットワークおよび東北臨床

腫瘍研究会の参加施設の医師に行った分子診断に

関するアンケート調査では、乳がんのKi-67検査は

20％や GIST の KIT 遺伝子検査は 19％の医師が常に

実施しないと回答するなど、個別化医療の普及が遅

れていることが明らかになった。また、分子診断に

関する知識に関する調査では 88.2％の医師は患者

が分子診断の知識について理解不足であると感じ

ていた。 

D. 考察 

がん化学療法プロトコル統一事業は東北地方の

がん薬物療法の標準化を進める上で重要な事業で

あり、平成 25 年度以降の継続の枠組みを検討する

必要がある。NPO 法人臨床試験推進事業、医療従事

者、市民や患者会への啓発活動は東北臨床腫瘍研

究会に事業を引き継ぐ予定である。がん診療に関

する実態調査は定期的に施行し、東北地方のがん

薬物療法の均てん化の状況を今後も評価し改善の

ための指標としたい。個別化治療推進事業は着手

したばかりだが、大学を中心とした研究活動と連携

して医療従事者と患者の両サイドの啓発活動を行

う予定である。 

 

E. 結論 

東北地方におけるがん薬物療法の水準を向上す

るためには、化学療法レジメンの共有化やレジメン

審査の体制支援が効果的である。また、がん薬物療

法の臨床試験を推進するための医療従事者の教育、

情報提供や市民と患者への啓発活動が必要である。

さらに、東日本大震災により東北地方の太平洋沿岸

部を中心に地域医療が崩壊したため、東北地方の広

域活動を特徴とする本事業により、がん薬物療法に

関するネットワークを通じた支援の必要性が高い

が、課題を解決するための更なる活動が必要である。 
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Sakamoto, Y. ， Kato, S. ， Ishioka, C.  

Overexpression of DRAM enhances 

p53-dependent apoptosis.  Cancer Medicine 

2: 1-10 (2013) 

13. 秋山聖子，佐竹宣明，石岡千加史：分子標的

薬-がんから他疾患までの治癒をめざして- 

Ⅱ基礎研究 分子標的薬の作用機序・薬理作

用／がん関連標的分子・標的経路 その他の
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編  臨床放射線腫瘍学，34-39，2012年 

2. 石岡千加史:  01 抗がん剤治療の適応  石岡千

加史, 井上忠夫 編  エビデンスに基づいたが

ん薬物療法エキスパートマニュアル，総合医



学社，pp.2-10，2012年 

3. 石岡千加史:  Q1.がん薬物療法のマネジメン

トはなぜ必要か  石岡千加史 編  チーム医療

のための...がん治療レクチャー『がん薬物療

法のマネジメント』，総合医学社，pp.3-6，

2012年 

4. 石岡千加史:  遺伝性大腸癌診療ガイドライン  
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遺伝性大腸癌診療ガイドライン，大腸癌研究
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おこなわれるのですか？  石岡千加史, 上原
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Poster Session C 

2. Imai H，Kato S，Sakamoto Y，Takahashi S，

Kakudo Y. ， Shimodaira H. ， C. I ： High 

throughput RNAi screening of synthetic 

lethal genes interacting with the common 

TP53 mutation R175H. ．The 103 th Annual 
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（国内学会） 

1. 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，三

浦康，渡辺みか，石岡千加史：網羅的遺伝子

発現による大腸癌の臨床像と分子生物学的特

徴の解析．第109回日本内科学会講演会（京都）

2012年4月13日．ポスター 
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浦康，渡辺みか，石岡千加史：40 網羅的遺伝
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浦康，渡辺みか，石岡千加史：PS2-195 網羅
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日本癌治療学会学術集会（横浜）2012 年 10 月
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5. 井上正広，高橋信，添田大司，下平秀樹，渡

辺みか，三浦康，佐々木巌，加藤俊介，石岡

千加史：網羅的遺伝子発現解析により特定さ

れた2軸と分子生物学的および臨床的特徴との

相関性．第10回日本臨床腫瘍学会学術集会（大
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阪）2012年7月26日ー28日． 

7. 岡田佳也，加藤俊介，大石隆之，坂本康寛，
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日本癌学会学術総会（札幌）2012年9月20日．
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リノテカン耐性大腸癌における EGFR 関連遺伝
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効果、安全性．第１０回日本臨床腫瘍学会学
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陽一郎，石岡千加史：TP53 遺伝子変異ステー
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会（仙台）2012年1月20日． 
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院の化学療法均てん化事業 〜化学療法プロ
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薬併用化学療法地域連携チームによる実践的
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証事業による活動の報告）．第１０回日本臨床
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2012年9月19日．ポスター 

19. 森隆弘，石岡千加史：東日本大震災時におけ
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する分子標的治療薬投与症例の検討．第 10 回
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の臨床展開』（仙台）2012 年 5 月 19 日．EAST
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マーカー．ゲノミクスセミナー（東京）2012年

5月30日． 

26. 石岡千加史：がん治療における Bone 

Managementの意義．第5回福島県がんと骨病変

研究会（郡山）2012年2月24日． 

27. 石岡千加史：臨床試験に向けた体制構築．東

北大学学内シンポジウム 新時代のメディカ

ルサイエンス 新プロジェクトと組織改編（仙

台）2012年1月31日． 

28. 石岡千加史：地域における腫瘍内科の役割と

腫瘍学教育．第 10 回日本臨床腫瘍学会学術集

会（大阪）2012年7月28日．講演 

29. 石岡千加史：神経内分泌腫瘍における標準的

な診断と治療．「神経内分泌腫瘍における標準

的な診断と治療」をテーマとした座談会（仙台）

2012年9月3日．座談会 

30. 石岡千加史：手術治療・化学療法に関するデ

ィスカッション．第 2 回胃癌 TV ネットワーク

セミナー（仙台）2012年9月7日．アドバイザ

ー 

31. 石岡千加史：消化器がんの分子標的薬と最新

治療．市民公開講座 第 16 回日本がん分子標

的治療学会学術集会（北九州）2012 年 6 月 30

日．口演 



32. 石岡千加史：東日本大震災後のがん治療につ

いて．第7回がん化学療法看護セミナー（広島）

2012年7月7日．口演 

33. 石岡千加史：乳がんの薬物療法．第 23 回ドク
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日．基調講演 

34. 石岡千加史：あなたに適したがん治療は何で
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開．がん骨転移の治療戦略講演会-ランマーク

皮下注発売記念-（仙台）2012年7月20日．座

長 

36. 石岡千加史：DIC の基礎と臨床．第 2回みやぎ

腫瘍内科リコモジュリンフォーラム（仙台）

2012年10月13日．特別講演 

37. 石岡千加史：抗がん剤治療の副作用と支持療

法．白河地区化学療法セミナー（白河）2012年

9月24日．特別講演 

38. 石岡千加史：がん治療に必要なネットワーク

～個別化がん医療と多職種・他施設連携．東

北大学病院がんセンター（がん診療相談室）講

演会（仙台）2012年10月4日．特別講演 

39. 石岡千加史：地域ネットワークによるがん薬

物療法の標準化．第6回がん診療に携わるスタ

ッフセミナー in 新発田（新発田）2012 年 11

月17日．特別講演 

40. 石岡千加史：がん対策推進基本計画と東北地

方の取り組みの概要について．第3回がん治療

病診連携セミナー（仙台）2012 年 11 月 8日．

基調講演 

41. 石岡千加史：がん薬物療法とバイオマーカー．

第16回最新医学会研究会（香川）2012年12月

3日．口演 

42. 石岡千加史：高齢化社会における地域がん医

療の課題．みやぎ県南中核病院開院 10 周年記

念市民公開講座（柴田郡大河原）2012 年 12 月

8日．講演 

43. 大内康太，高橋信，下平秀樹，角道祐一，秋

山聖子，吉田こず恵，塩野雅俊，加藤俊介，

石岡千加史：固形がんに合併した播種性血管

内凝固症候群(DIC)に対する組換え型トロンボ

もジュリンアルファ（ｒTM)の有効性に関する

後方視的解析．第 109 回日本内科学会講演会

（京都）2012年4月13日．ポスター 

44. 添田大司，下平秀樹，加藤俊介，角道祐一，

高橋信，高橋雅信，鈴木貴夫，蒲生真紀夫，

渡辺みか，石岡千加史：大腸癌における KRAS

遺伝子以外の変異と抗 EGFR 抗体薬の治療成績．

第 50 回日本癌治療学会学術集会（横浜）2012

年10月26日．ポスター 

45. 渡部剛，石田孝宣，石岡千加史，大内憲明：

妊娠早期にBRAC2変異が明らかとなった異時性

両側性乳がんの一例．東北家族性腫瘍研究会

（仙台）2012年1月28日． 

46. 李仁，高橋昌宏，鈴木貴夫，安田勝洋，井上

正広，坂本康寛，塩野雅俊，添田大司，高橋

信，角道祐一，秋山聖子，下平秀樹，森隆弘，

加藤俊介，石岡千加史：セツキシマブ不応後

にパニツムマブを施行した KRAS 野生型進行再

発大腸癌の治療成績．第 50 回日本癌治療学会

学術集会（横浜）2012年10月26日．ポスター 

47. 李仁，秋山聖子，吉野優樹，大石隆之，齋藤

菜穂子，高橋秀和，加藤俊介，角道祐一，下

平秀樹，石岡千加史：進行・再発悪性腫瘍に

対する塩酸イリノテカンを含む薬物療法にお

ける UGT1A1 遺伝子多型と有害事象発現との関

連に対する後方視的検討．第109回日本内科学

会講演会（京都）2012年4月14日．ポスター 

48. 李仁，秋山聖子，大内康太，大石隆之，齋藤

菜穂子，高橋秀和，加藤俊介，角道祐一，下

平秀樹，森隆弘，高橋信，大堀久詔，吉田こ

ず恵，千加史 石：悪性腫瘍に対する塩酸イリ

ノテカンを含む薬物療法における UGT1A1 遺伝

子多型と有害事象発現との関連に対する後方

視的検討．第 10 回日本臨床腫瘍学会学術集会

（大阪）2012年7月27日．一般口演 

49. 塩野雅俊，高橋信，角道祐一，高橋雅信，坂



本康寛，添田大司，吉野優樹，下平秀樹，加

藤俊介，石岡千加史：がん治療における腫瘍

内科医による上腕 CV ポート留置術の有用性～

約600症例での検討を基に～．第110回日本内

科学会講演会（東京）2013 年 4月 14 日．ポス

ター 

50. 下平秀樹，河合貞幸，今井源，西條憲，井上

正広，小峰啓吾，塩野雅俊，高橋信，角道祐

一，秋山聖子，高橋雅信，加藤俊介，石岡千

加史：乳癌および甲状腺術後に胃癌を発症し

たCowden病の1例．第16回東北家族性腫瘍研

究会学術集会（仙台）2013 年 1月 26 日．一般

演題 

51. 下平秀樹，西條憲，大内康太，高橋秀和，吉

野優樹，李仁，佐藤悠子，塩野雅俊，加藤俊

介，石岡千加史：神経線維腫症1型に併発した

悪性末梢神経鞘腫瘍に対し化学療法を行った 3

例．第110回日本内科学会講演会（東京）2013

年4月13日．ポスター 

52. 高橋信，井上正広，加藤俊介，石岡千加史：

切除不能大腸癌の治療効果・予後予測バイオ

マーカーの開発．制がん剤適応研究会（軽井

沢）2013年3月8日． 

53. 佐藤悠子，加藤俊介，高橋雅信，木皿重樹，

森隆弘，秋山聖子，角道祐一，高橋信，塩野

雅俊，添田大司，西條憲，石岡千加史：当科

にてデノスマブを投与した転移性骨腫瘍の検

討．制がん剤適応研究会（軽井沢）2013年3月

8日． 

54. 佐藤悠子，加藤俊介，秋山聖子，城田英和，

井上正広，岡田佳也，杉山俊輔，齋藤菜穂子，

大石隆之，石岡千加史：当科にてデノスマブ

を投与した転移性骨腫瘍の検討．第110回日本

内科学会講演会（東京）2013 年 4月 12 日．ポ

スター 

55. 坂本康寛，秋山聖子，城田英和，井上正広，

岡田佳也，杉山俊輔，齋藤菜穂子，大石隆之，

加藤俊介，石岡千加史：肺外神経内分泌癌に

対する化学療法の後方視的検討．第110回日本

内科学会講演会（東京）2013 年 4月 12 日．ポ

スター 

56. 西條憲，大内康太，高橋秀和，角道祐一，高

橋信，高橋雅信，添田大司，李仁，加藤俊介，

石岡千加史：軟部肉腫に対するADM+IFM併用療

法の治療成績に関する後方視的検討．第110回

日本内科学会講演会（東京）2013年4月12日．

ポスター 

57. 石岡千加史：がん薬物療法のバイオメーカー．

金沢医科大学教育セミナー・北陸がんプロ FD

講演会（金沢）2013年2月7日．講演 

58. 石岡千加史：WEB セミナーの活動報告．胃癌エ

キスパートフォーラム第3回運営委員会（2013

年3月29日． 

59. 石岡千加史：東北地方のがんネットワークに

よるがん診療連携拠点病院の化学療法の均て

ん化事業．がん臨床研究成果発表会（有楽町）

2013年2月4日．口演 

60. 石岡千加史：がん薬物療法の進歩と課題．第

60回生涯教育講演会（仙台）2013年2月16日．

講演 

61. 石岡千加史：ポスター依頼中．がん薬物療法

の進歩と課題（仙台）2013年2月16日．講師 

62. 石岡千加史：GIST 治療の展望．第 17 回仙台

GISTカンファレンス（仙台）2013年2月2日．

講演 

63. 石岡千加史：がん化学療法における支持療法．

第３回弘前がん支持療法セミナー（弘前）2013

年4月15日．特別講演 

64. 石岡千加史，添田大司，下平秀樹：大腸がん

におけるキナーゼ阻害療法と薬剤耐性．第8回

トランスレーショナルリサーチワークショッ

プ-キナーゼ阻害薬によるがん治療の革新-（東

京）2013年1月22日．口演 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

  なし 

3. その他 



  なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


